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• 中川水循環センターの下水汚泥からCO2フリーのクリーン水素を製造して近隣地域・首都圏で活用する、「下水由来水素供給モ
デル」を構築する

• 事業採算の成り立つ水素製造～供給スキームを確立することにより、モデルケースとして全国に展開する

目的

第1回協議会 第2回協議会 第3回協議会

協議会メンバー（案）

水素製造事業者
FCV・フォークリフトメーカー
ガス供給事業者、商社
物流事業者

個別ヒアリング

技術面・ネットワ

ーク面での情報

と具体的な課題

解決の方策の聞

き取り

協議会

事業化に必要な

共通課題の抽出

と国等への要望・

提案を実施

事務局メンバー
埼玉県

日本下水道新技
術機構

デロイトトーマツコ
ンサルティング

9月 12月 3月

2015年7月下旬~2016年3月末期間
製造：中川水循環センター

供給：埼玉県内、東京都内
対象

調査

体制

水素製造に関する検討

水素製造技術や製造量を検討しサプライチェーンを通し
た供給コスト（建設費、維持管理費、運搬費等）を算出

水素サプライチェーン構築の検討
首都圏における水素需要の現状と段階的将来予測（5・

10・20年後）を行い、中川水循環センターにおける地域資
源を活用したサプライチェーンの構築を検討

事業形態、実現化方策の検討
水素製造から販売までを一体的
に取り組む事業形態を検討

事業化に向けた課題を導き出し、
対応策（制度改正、補助制度等）
を検討

事業形態、実現化方策の提案
将来の水素市場を見通し、事業ス
キームと市場の発展度合いに応じ
た段階的な事業化スケジュールを
検討（2020・2025・2030・2040年
（最終形））

調査内容

埼玉県 下水道における水素エネルギー事業化検討調査の概要(1/2)
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